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2022 年 11 月７日 

各   位 

会 社 名 ジューテックホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 植木 啓之 

 （コード：3157 東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役財務経理部長 今川 毅 

 （TEL：03-6435-9100） 

 

2023 年３月期第２四半期連結業績予想と実績の差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2022 年 5 月 11 日に公表いたしました 2023 年 3 月期第２四半期連結累計期間の業績予想と本

日公表の実績に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 併せて、通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想と実績の差異 

（１）2023 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想と実績の差異（2022 年４月１日～2022 年９月

30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株あたり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 86,000 1,550 1,950 1,200 90.41 

実績(B） 90,210 2,081 2,536 1,683 126.84 

増減額(B-A） 4,210 531 586 483  

増減率(%) 4.9 34.3 30.1 40.3  

(ご参考)前期実績 

(2022年３月期第２四半期) 
81,226 1,292 1,732 1,131 85.22 

 

（２） 差異の理由 

2022 年 3 月期の第２四半期連結累計期間の業績につきましては、新設住宅着工戸数は弱含

みで推移したほか、一部商品の供給遅延が断続的に発生するなど、経営環境は不透明な状況で

推移いたしました。 

そのような環境の中、エネルギー関連商材や認証材の拡販及び非住宅木構造分野への取組

みを強化するほか、中古マンションリノベーション業者への販売強化やプライベートブランド商品

の拡販等の既存の営業方針を維持することに加えて、各種資材の値上げ等により売上高は期初

予想を若干上回る結果となりました。また、売上総利益率の改善に努めたことなどにより、営業利

益以下の段階利益において期初予想を上回る結果となりました。 
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２．業績予想の修正 

（１） 2023 年３月期通期連結業績予想の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 176,000 3,250 4,000 2,500 188.36 

今回修正予想(B） 180,000 3,800 4,600 3,000 226.03 

増減額(B-A） 4,000 550 600 500  

増減率(%) 2.3 16.9 15.0 20.0  

(ご参考)前期実績 

(2022年３月期第２四半期) 
172,627 2,901 3,788 2,293 172.79 

 

（２） 修正の理由 

2023 年３月期の通期連結業績予想につきまして、当第２四半期連結累計期間の業績を織り込

む一方で、下期につきましては依然として経営環境は不透明な状況が続くと想定されることを踏

まえ当初の予想値を据え置いております。 

なお、今後の業績推移に応じて、業績予想の修正が必要であると判断した場合は、速やかに

公表いたします。 

 

（注）上記の予想数値は当社が現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績等は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


